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本研究では、森林斜面における多様な滞留時間を持つ浅層地下水及び深層地下水の流出特性が、表流水の

Cs-137 濃度に与える影響を解明することを目的とする。そのために、詳細な水文学的モニタリング及び地下

水・表流水の Cs-137 濃度測定を行うことにより、特に出水時に焦点を当てて観測を行う。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所事故にともなって放出された Cs-137 の大部分は森林域に沈着しており、今なお残存

し、森林内を循環している。森林から流出する溶存態 Cs-137 の成分は懸濁態と比べると小さいことが分かっ

ているが、農作物や生態系に取り込まれやすい性質から、溶存態 Cs-137 の供給源や流出経路を解明すること

が必要である。本研究では、高沈着域である福島県双葉郡浪江町に位置する森林源頭部流域の斜面を対象に、

浅層地下水及び深層地下水が表流水の溶存態 Cs-137濃度に与える影響を解明することを目的とする。 

2. 研究手法 

 調査対象流域は浪江町の請戸川支流に位置しており、湧水点直上と湧水点よりおよそ 25 m 下流の斜面で水

文学的観測を行った。手法としては、ピエゾメータを設置し地下水の水理水頭の変化を観測することで、地

下水の流動方向を調査した。また、斜面に井戸を設置し、地下水位の観測と地下水の採水・水質分析を行っ

た。また、量水堰においては、平水時の採水のほか、自動採水器を設置して出水時に時系列の表流水を採水

し、実験室で Cs-137 濃度及び水質測定を行った。 

3. 結果と考察 

 森林斜面土層中に存在する浅層地下水は、表流水と比べて高い溶存態 Cs-137濃度を示した。また、土壌浸

透水、浅層地下水、表流水の溶存態 Cs-137 濃度は DOC 濃度と良い相関が認められた。出水時には、表流水

の溶存態 Cs-137 濃度が上昇したが、同時に DOC濃度と K+濃度も上昇することが分かった。出水イベント中

の表流水の溶存態 Cs-137濃度と DOC濃度及び K+濃度の関係を調査したところ、いずれもヒステリシス型の

時間変化を示した。このことから、出水開始から流量ピークまでは浅い地下水が、流量ピーク後の低減では

岩盤から吹き上げた深層地下水の流出が関与している可能性が高い。 
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